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［ 生育概況 ］ 
育苗は、４月上旬は気温がやや低かったものの、生育は概ね平年並みに進みました。 

植付後の生育の進みは、「平年並み」～「やや早」で推移していますが、４月植えは４月下旬の

低温、５月植えは５月の強風の影響を受けて、地域によって草丈や茎数に差があります。また、

本年は藻類の発生がみられます。 

 

 

表 １ 品種別の生育状況（５月 20 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平年比は過去１０か年（２００９～２０１８年）の平均値との比較。 

ただし、ふさのもちは過去９か年（２０１０～２０１８年）の平均値との比較。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 日平均気温の推移（アメダス、佐倉）   図 2 日照時間の推移（アメダス、佐倉）

品種 植付時期 
平年比※ 

葉令の進み 草丈 茎数 

ふさおとめ 4 月 20 日 やや早 やや短 並 

ふさこがね 4 月 20 日 やや早 並 やや多 

コシヒカリ 
4 月 20 日 並 やや短 並 
5 月 1 日 並 やや短 並 

ふさのもち 
4 月 20 日 やや早 やや短 やや多 
5 月 10 日 移植直後のため、省略 

水稲の生育状況と当面の対策 
基 本 技 術 を 励 行 し て 消 費 者 に 「 お い し い お 米 」 を 届 け よ う ！  
http://www.pref.chiba.lg.jp/seisan/seiiku/index.html 

第 １ 報 
千 葉 県 農 林 水 産 部 
令和元年５月２２日 

生育は平年並みに推移しています 

今後の高温に注意し適期に中干しをしましょう 
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[ これからの管理のポイント ］ 

■ ほ場ごとに茎数を確認し、中干しの適期実施 
気象庁の発表では５月２５日からの１週間気温がかなり高くなることが予測されています。

今後は、茎数の増加が見込まれるため、中干し開始時期が遅れないよう注意しましょう。 

中干しは、過剰分げつを避ける重要な管理です。適正な茎数確保に加え、根の活性を高める

ことで登熟向上や倒伏防止につながります。中干し開始の目安は、「表２」を参考にしましょ

う。 

表２ 品種別の中干し開始時期の目安 

品種 植付時期 
中干し開始目標茎数 

砂質 壌質 粘質 

ふさおとめ 4 月 20 日 
480 本/㎡ 

（27 本/株） 

480 本/㎡ 

（27 本/株） 

440 本/㎡ 

（24 本/株） 

ふさこがね 4 月 20 日 
360 本/㎡ 

（20 本/株） 

360 本/㎡ 

（20 本/株） 

360 本/㎡ 

（20 本/株） 

コシヒカリ 
4 月 20 日 320 本/㎡ 

（18 本/株） 

310 本/㎡ 

（17 本/株） 

300 本/㎡ 

（16 本/株） 5 月 1 日 

※（ ）内は 60 株/坪植えの時の 1 株当たり茎数の目安 

極端な疎植の場合はこの目標茎数に達しないことがある 

■ 病害虫の適期防除 
病害虫発生予察注意報第1報（農林総合研究センター５月１３日）によるとスクミリンゴガ

イの発生量は多い予報です。また、病害虫発生予報第2報（農林総合研究センター５月１７日）

によるとイネミズゾウムシ、ヒメトビウンカの発生量はやや多い予報となっています。 

病害虫発生予察情報は、千葉県農林総合研究センター病害虫防除課ホームページ

（https://www.pref.chiba.lg.jp/lab-nourin/nourin/boujo/index.html）をご覧ください。 

○スクミリンゴガイ 
スクミリンゴガイは、九十九里沿岸部を中心に被害が発生して、植付直後の水稲苗を食害し

ます。思わぬ集中加害を受け収穫皆無となる場合もあり、植付後しばらくは油断禁物です。ま

た、浅水管理や初期の食害を避けるための防除薬剤を上手く利用することが必要です。また、

地域活動により全体の密度を減らす取組も重要となります。 

■ イネばか苗病の抜き取りのお願い 
本田でイネばか苗病が発生し放置すると、収量などに影響するほか、胞子が飛んで周りのほ

場にも伝染します。特に、採種ほ場の周辺で本病が発生すると、その採種ほ場では種子として

の出荷ができなくなる場合があり、優良な種子の供給に支障をきたす恐れがあります。 

稲作農家の全体に係る問題ですので、本病の発生が見られましたら、種子感染となる出穂期

までに罹病株を株ごと抜き取り、田んぼから離して埋設処理するか焼却するなど新たな感染源

とならないよう防除をお願いします。 

■ きめ細やかな水管理で節水を 
県内外のダムやため池に依存している農業用水は限りある資源です。かけ流し防止や漏水防

止を徹底し、日頃から用水を大切に使いましょう。 
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まだ間に合います！ 

飼料用米等 
 

○ 食生活の変化や高齢化等により、お米の需要量は年々減少 

しています。 

○ これまでと同じようにお米を生産すると、供給量が過剰とな

り、米価の下落を招く可能性があります。 

○ 需給の安定のためには、昨年まで飼料用米等を作付けしてい

た方々の継続した取組だけでなく、これまで取り組んでいな

かった方々の新たな取組が必要です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、お住まいの市町村役場等へお問い合わせください。 

に取り組み 
ましょう！ 

飼料用米をおす すめする 理由  

① 配合飼料工場や畜産農家など、大きな需要があります。 

② 水はけの悪い湿田でも、作れます。 

③ 既存の機械や施設を、そのまま使えます。 

④ 支援策が充実しており、安定した収入を確保できます。 

⑤ 主食用米の需給が改善し、米価回復が期待できます。 

出典：農林水産省「米に関するマンスリーレポート」 


